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障がい者雇用促進フォーラムみえ



三重県：障がい者のテレワーク促進事業とは
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働く希望を持ちながらも通勤が困難な障がい者や、感覚過敏により通常の職場での
勤務が困難な障がい者などがテレワーク技術を活用して、その能力や特性に応じて
働くことができるよう、多様で柔軟な働き方の取り組みを推進している。
障がい者のテレワーク就労を促進するためには、企業側の課題（労務環境面、IT環境面）と
障がい者側の課題（執務環境面）が解決されることが不可欠である。

令和２年度 障がい者のテレワーク促進事業

安濃津ろまん等事例集め

アバター使用
（pepper・OriHime)
RPA作成業務
経理業務

※社会福祉法人ぷろぼの受託
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有限会社ウエルフェア

三重三愛物産株式会社

三重トヨペット株式会社
株式会社三重平安閣

だいだい食堂（NPO法人あいあい）

今までの推移

税理士法人きらめき会

令和３年度 障がい者のテレワーク導入
アドバイザー派遣事業

株式会社アールビーサポート
株式会社ライフ・テクノサービス

令和4年度 障がい者のテレワーク導入
アドバイザー派遣事業

令和5年度 障がい者のテレワーク導入
アドバイザー派遣事業

令和６年度 障がい者のテレワーク導入
アドバイザー派遣事業

株式会社フライト
株式会社酒重
株式会社
センチュリークリエイティブ



参加企業のテレワーク就労の具体的事例
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株式会社アールビーサポート
株式会社ライフ・テクノサービス
有限会社ウエルフェア
三重三愛物産株式会社
税理士法人きらめき会
三重トヨペット株式会社
株式会社三重平安閣
株式会社フライト
株式会社酒重
株式会社センチュリークリエイティブ
だいだい食堂（NPO法人あいあい）



障がい者のテレワーク就労のポイント
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障がい者雇用をしたい

経営方針・担当者任命

現状把握 セミナー・イベント参加

労働局・県からの訪問

通いやすい職場であるか

社内に配慮があり特性に応じた業務があるか

なければ新たに作れるか

現場の理解があるか

テレワークはやっていない・やれない

総務・事務部門での採用

身体の人は雇用できない

知的・精神の人を

精神・知的の人への

理解が足りない

DXが進んでいる・進んでいない

誰かの仕事を渡すか、新たな業務を探す

コミュニケーションをどうするか



障がい者のテレワークとは
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障がい者のテレワークとは
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障がい者のコミュニケーション就労



福祉事業所との連携とは
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・障がいの特性について、テレワークに適さない特性もある。
・ITスキルの高い人材は県外大手企業などに採用が進んでいる現状。
・在宅ワークに関しては、特に訓練を行い適性を確認しておく必要がある。

例：
長時間の作業が難しく、定期的に休憩等が必要。
医療的なケア等が随時必要になる(決まった休憩等では対応できない)。
同時に二つの作業を並行することが苦手。
指示を受ける際、マニュアルがないと理解しにくい。
指示を受ける際、メモを取る時間が多めに必要。
作業指示の理解に時間がかかり、ある程度の研修が必要。
単純で整理されたルールでないと、間違いが増えてしまう。
時間に追われる、期日がタイト等、「あせる」ことでミスが増える、体調を崩す。
終えた仕事が、良かったのか悪かったのか、評価がないと不安になってしまう。



障がい者のテレワーク就労についてのまとめ
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・最初にできない！から入ると進まない。やる！から入ると進んでいくもの

・障がい者の働きやすい職場は誰にでも働きやすい職場だと信じること

・障がい者のテレワーク就労は、福祉事業所との連携が必要な場合が多い

・障害者雇用率だけにとらわれず会社の仕事全体を見て、今いる社員さんのその人にしかできない仕事を探していく

・障がい者のテレワーク業務の切り出しから社内のＩＴ化が一気に進むことがある、現場の力を信じること

企業

医療
福祉

事業所

・多様な仕事を作る
・働きやすい職場をつくる
・「仕事とは」を教える
・社員間の区別をしない（配慮と遠慮は違う）

・障がい者の職業準備性を整える
・挨拶をする報連相をするという
「働く」の当たり前を訓練する

・障害の診断・認定
・医療的ケア
・診察・投薬指導

合理的配慮について
考える



■ＮＰＯ法人a trioは、三重県の活性化を「志」として集まった
集団である。「しごと」を通じて、地域を活性化することを目
的としており、２0年にわたり、キャリア教育、企業コンサルテ
ィング、就職支援などを実施。また、行政、民間企業、働く従
業員（個人）などのパイプ役として、ネットワークを構築し、
活動を続けている。

令和元年度・２年度・３年度 ４年度
障がい者の働きやすい職場づくり事業

令和２年度 障がい者のテレワーク
促進事業

令和3年度 障がい者のテレワーク
アドバイザー派遣事業

【令和元年度参加企業】
旭電器工業株式会社
生活協同組合コープみえ
トリックス株式会社
株式会社ZTV

【令和２年度参加企業】
株式会社グリーンズ
株式会社ぎゅーとら
井村屋グループ株式会社

【令和3年度参加企業】
株式会社日商
みえなか農業協同組合
百五管理サービス株式会社

【令和４年度参加企業】
三愛物産株式会社
ライフ・テクノサービス株式会社
社会福祉法人四日市福祉会

令和４年度 障がい者のテレワーク
アドバイザー派遣事業

【コンサルティング及び研修教育事業の委託事業受託の一例】
◆企業向け働き方改革相談等支援事業
（働き方改革に取り組む中小企業等からの相談を受け、 働き方改革アドバイ
ザー派遣）

◆ノウフク連携事業所の工賃アップ支援
◆女性が輝く三重づくり事業（女性の活躍推進事業）業務・
（女性の活躍に対する７社へのアドバイザー派遣）
◆三重チャレ
「高校生インターンシップ事業」「小・中・高しごと密着体験事業」
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